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委 員 会 紹 介

　議会運営委員会は、議員 2 名以上で構成する
「会派」の代表を委員とし、議会をスムーズに
運営するための話し合いを行う委員会です。定
例会や臨時会の日程や進行手順、議案審査を
どう行うのかなどの他、意見書についても協議
します。事案によっては、１回で結論を出さず
各会派へ持ち帰って考えをまとめ再度話し合う
など、慎重に議論します。また議会のあるべき
姿を定めた「議会基本条例」に則り議会改革を
推進する「議会基本条例推進協議会」の第一
分科会も兼務しています。さらには議長からの
諮問対応や、幅広く議会内の調整を行うという
大切な役割もあり、民主主義の原点的表現が
求められる場です。そのため委員会の意思決
定は、やむを得ない場合を除きできる限り全会
一致に努めることとしていますが、そこには妥
協や迎合・偏執や独善とは全く異質の、他者を
も理解する互譲の精神が求められます。今期
の議会構成は、改選前から強く望んできた社会

議会運営委員会
の縮図的多様性に一歩近づけました。その
特性を活かせる運営が今年度の議会運営委
員会の目指す姿です。

【会派】議員が活動する単位であり、２名以上で成立する。国政と
同様、同一政党の集まりとは限らない。高山市議会では、むしろ政
治活動における価値観や、基本的な信条・姿勢をともにする議員
の集団となっている。一定程度の会派数は、多様性を表現するべ
き議会の在り方として健全だと考えられる。

丸山委員　水野委員　中筬委員　伊東委員
上嶋委員　石原副委員長　倉田委員長　松山委員

総務環境委員会

福祉文教委員会

　総務環境委員会では、市長公室、総合政策部、
総務部、森林・環境政策部、消防本部などの所
管を担当し、今年度は支所機能強化、DX 活用、
森林・環境政策等の調査研究に取組んでいきま
す。広大な市域を持つ高山市において公平なサー
ビスが受けられるように同じ課題をもつ自治体の
取組みを研究し、市民に寄り添った政策議論など
委員会活動を進めます。

　福祉文教委員会では、医療をはじめとする社会
福祉の向上や、教育、文化、市民活動など、市
民の生活に関わりの深い多くの所管事項を担当し
ています。政策課題について重要調査項目を設
定し、調査研究を進めます。また、少しでも多く
の市民に寄り添っていけるよう委員会活動や議案
審査に臨んでいきます。

戸田委員　平戸委員　伊東委員　石原委員
上嶋委員　車戸委員長　西田副委員長　岩垣委員

益田委員　倉田委員　小井戸委員　榎委員
山腰委員　沼津委員長　水野副委員長　坂下委員

常任委員会


